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晩
婚
化
、
非
婚
化
が
話
題
に
上
る
こ
と
の
多
い
昨
今
、
結
婚
制
度
や
結
婚
そ
の
も
の

の
複
雑
な
問
題
や
現
状
が
、
数
多
く
の
著
作
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
論
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
、「
結
婚
＝
幸
福
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
根
強
く
私
た
ち
の
中
に
あ
る
の
は
何
故
で

し
ょ
う
か
。
結
婚
式
後
の
現
実
が
ど
う
で
あ
れ
、
周
囲
か
ら
無
条
件
の
祝
福
を
受
け
、

人
生
の
門
出
と
表
現
さ
れ
る
「
婚
礼
」
が
、
い
つ
の
時
代
ど
の
地
域
に
あ
っ
て
も
、
祝

福
に
満
ち
将
来
の
幸
福
の
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。

　

本
展
で
は
、
そ
ん
な
、
人
生
の
様
々
な
側
面
を
内
包
し
つ
つ
も
華
や
か
な
「
婚
礼
」

を
取
り
上
げ
ま
す
。
婚
礼
に
関
す
る
江
戸
時
代
か
ら
現
代
に
か
け
て
の
作
品
、
資
料
を

通
し
て
、
日
本
の
婚
礼
文
化
の
諸
相
を
ご
覧
下
さ
い
。

一　

婚
礼
の
諸
相

　

各
家
庭
で
行
っ
て
い
た
婚
礼
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
、
ホ
テ
ル
や
結
婚
式
場
で
行

う
結
婚
式
・
披
露
宴
へ
と
姿
を
変
え
ま
し
た
。
花
嫁
衣
装
も
和
装
か
ら
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

ド
レ
ス
へ
と
比
重
が
変
わ
り
ま
す
。
洋
式
の
婚
礼
の
普
及
に
尽
力
し
て
き
た
ブ
ラ
イ
ダ

ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー
桂
由
美
氏
デ
ザ
イ
ン
の
一
九
六
〇
年
代
か
ら
二
〇
〇
〇

年
代
ま
で
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
（
ユ
ミ
カ
ツ
ラ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
）
や
、
女

の
子
の
憧
れ
の
体
現
者
リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
の
初
代
か
ら
四
代
目
の
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ

ス
姿
（
日
本
玩
具
文
化
財
団
）
は
、
現
代
の
婚
礼
形
態
の
象
徴
で
も
あ
り
ま
す
。

　

婚
礼
の
様
々
な
姿
を
提
示
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
婚
礼
や
花
嫁
を
描
い
た
絵
画

作
品
も
展
示
し
ま
す
。
多
く
の
美
人
画
を
描
い
た
日
本
画
家
上
村
松
園
が
、
美
し
い
花

嫁
を
捉
え
た
「
人
生
の
花
」（
京
都
市
美
術
館
）。
白
河
藩
主
松
平
定
信
の
妹
で
一
〇
代

将
軍
家
治
の
養
女
と
し
て
紀
州
徳
川
家
へ
嫁
い
だ
種
姫
の
婚
礼
行
列
を
描
い
た
「
徳
川

種
姫
婚
礼
行
列
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
）。
そ
の
他
、
狐
や
虫
な
ど
人
間
以
外
の
生
き

物
に
よ
る
婚
礼
の
姿
も
ご
紹
介
し
ま
す
。

二　

晴
れ
の
日
の
装
い

　

晴
れ
の
日
の
華
や
い
だ
花
嫁
の
装
い
は
、
婚
礼
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
こ
こ
で
は

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
の
和
装
の
花
嫁
衣
装
と
装
身
具
か
ら
、
日
本
の
伝
統
的
な
婚

礼
衣
装
の
華
や
か
さ
、
往
時
の
刺
繍
や
染
め
の
素
晴
ら
し
さ
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

徳
川
種
姫
の
気
品
あ
ふ
れ
る
打
掛
（
東
京
国
立
博
物
館
）、
商
家
の
娘
た
ち
が
身
に
ま

と
っ
た
目
に
も
鮮
や
か
な
打
掛
の
数
々
（
個
人
蔵
）
は
、
見
て
い
る
だ
け
で
幸
せ
な
気

持
ち
に
し
て
く
れ
ま
す
。

「人生の花」上村松園筆（京都市美術館）
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三　

婚
礼
道
具
―
わ
が
子
の
た
め
に

　

他
家
へ
嫁
ぐ
わ
が
子
や
姉
妹
の
た
め
に
揃
え
ら
れ
た
婚
礼
道
具
に
は
、
嫁
ぐ
者
の
幸

せ
を
願
う
気
持
ち
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
本
松
藩
主
だ
っ
た
丹
羽
家
伝
来
の
雛
道

具
に
は
お
姫
様
の
婚
礼
道
具
の
種
類
の
豊
富
さ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
蒲
生
氏
郷
の
妹
が

南
部
家
へ
嫁
ぐ
際
に
持
参
し
た
と
さ
れ
る
「
西
洋
風
俗
図
屏
風
」（
神
戸
市
立
博
物
館
）

や
相
馬
藩
主
に
嫁
い
だ
奥
方
た
ち
が
持
参
し
た
蒔
絵
の
美
し
い
婚
礼
道
具
（
小
高
町　
同

慶
寺
）、
白
河
藩
主
松
平
定
信
が
娘
の
烈
姫
に
も
た
せ
た
「
筒
守
」（
諏
訪
市　
仏
法
紹
隆

寺
）
と
「
竹
取
物
語
絵
巻
」（
諏
訪
市
立
博
物
館
）
な
ど
、
家
族
へ
の
想
い
が
こ
め
ら
れ

た
品
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

四　

理
想
の
夫
婦
―
尉
と
姥

　

婚
礼
で
謡
わ
れ
た
謡
曲
「
高
砂
」
の
主
人
公
の
尉
と
姥
は
、実
は
黒
松
と
赤
松
の
精
。

異
な
る
種
類
の
松
で
す
が
、
お
互
い
を
想
う
気
持
ち
が
一
つ
根
の
松
へ
と
姿
を
変
え
、

共
に
白
髪
と
な
る
ま
で
添
い
遂
げ
た
理
想
の
夫
婦
と
な
っ
た
の
で
す
。
こ
こ
で
は
棚
木

良
得
や
佐
竹
永
海
、
山
内
神
斧
な
ど
福
島
ゆ
か
り
の
絵
師
た
ち
が
描
く
理
想
の
夫
婦
像

を
取
り
上
げ
ま
す
。
絵
師
に
よ
っ
て
変
わ
る
、
尉
と
姥
の
雰
囲
気
を
見
比
べ
る
の
も
一

興
で
す
。

五　

婚
礼
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

　

婚
礼
を
行
う
家
で
は
、
花
嫁
花
婿
の
末
永
い
幸
せ
を
願
っ
て
床
飾
り
を
し
ま
し
た
。

蓬
莱
な
ど
の
め
で
た
い
画
題
の
掛
軸
を
下
げ
、
松
竹
梅
と
鶴
亀
の
飾
り
を
の
せ
た
島
台

や
富
貴
と
か
け
て
蕗
を
飾
っ
た
富
貴
台
な
ど
を
飾
り
ま
し
た
。
か
つ
て
の
婚
礼
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
は
日
本
的
な
吉
祥
デ
ザ
イ
ン
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
一
緒
に
飾
っ
た
祝
い
の

酒
を
入
れ
た
樽
類
、
三
々
九
度
で
用
い
た
銚
子
・
盃
な
ど
も
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

六　

婚
礼
の
宴

　

家
庭
で
行
っ
て
い
た
婚
礼
で
は
、
大
勢
の
客
人
を
も
て
な
す
た
め
、
献
立
を
考
え
、

材
料
を
用
意
し
、
器
の
準
備
を
し
て
い
ま
し
た
。
婚
礼
で
用
い
ら
れ
た
美
し
い
会
津
漆

器
の
数
々
と
、
会
津
地
方
と
福
島
県
南
地
方
の
江
戸
時
代
の
婚
礼
料
理
の
一
例
を
復
元

し
て
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

会
期
中
の
関
連
行
事

○
記
念
講
演
会
「
結
婚
式
と
マ
ナ
ー
の
変
遷
」

日
時　

九
月
二
五
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜

講
師　

林
原
美
術
館
館
長　

熊
倉
功
夫　
氏

会
場　

講
堂

「
日
本
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
歩
み
と
未
来
」

日
時　

一
〇
月
二
日
（
日
）
午
後
二
時
〜

講
師　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

桂　

由
美　
氏

会
場　

講
堂

○
記
念
公
演
「
婚
礼
の
謡
―
博
物
館
で
模
擬
婚
礼
」

日
時　

一
〇
月
一
六
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜

演
者　

会
津
能
楽
会
の
み
な
さ
ん

解
説　

当
館
学
芸
員

会
場　

企
画
展
示
室

○
展
示
解
説
会

日
時　

一
〇
月　

九
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜

一
〇
月
二
九
日
（
土
）
午
後
一
時
半
〜

一
一
月　

六
日
（
日
）
午
後
一
時
半
〜

■
秋
の
企
画
展
《
婚
礼
―
ニ
ッ
ポ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
考
》
は
平
成
一
七
年
九
月
二
三
日
（
金
・
祝
）
か
ら
一
一
月
六
日
（
日
）
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
・
大
学
生
五
〇
〇
円
（
四
〇
〇
円
）
／
高
校
生
三
〇
〇
円
（
二
四
〇
円
）
／
小
・
中
学
生
二
〇
〇
円
（
一
六
〇
円
）（　

）
は
二
〇
名
以
上
の
団
体
の
場
合
の
料
金
で
す
。

八角葵紋九曜紋散薔薇桜蒔絵挟箱（小高町　同慶寺）島台・富貴台（個人蔵）



方
と
し
て
恵
日
寺
の
乗
丹
房
が
会
津

四
郡
の
兵
を
率
い
て
信
州
横
田
河
原

の
戦
い
に
敗
れ
た
と
す
る
『
平
家
物

語
』
の
記
載
以
降
、
同
寺
の
記
録
は

途
絶
え
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
。

　

し
か
し
南
北
朝
時
代
に
入
り
『
会

津
旧
事
雑
考
』
に
薬
師
如
来
像
や
塔

が
造
ら
れ
た
と
す
る
記
事
が
見
ら
れ

る
こ
と
、
絹
本
著
色
恵
日
寺
絵
図
に

三
重
塔
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、
仏

涅
槃
図
（
観
音
寺
蔵
・
当
館
寄
託
）

が
応
永
一
五
（
一
四
〇
八
）
年
に
恵

日
寺
へ
施
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
、さ
ら
に
薬
師
如
来
光
背
化
仏（
恵

日
寺
蔵
）
が
応
永
二
五
（
一
四
一
八
）

年
の
焼
失
後
に
復
興
さ
れ
た
仏
の
光

背
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

収
蔵
資
料
品
展

「
中
世
の
恵
日
寺
」

関
連
事
業

七
月
一
六
日（
土
）

記
念
講
演
会

「
恵
日
寺
と
会
津
の
仏
教
文
化
」

講
師　

当
館
学
芸
課
長　

若
林　

繁

　

収
蔵
資
料
品
展「
中
世
の
恵
日
寺
」

開
催
初
日
に
行
わ
れ
た
、
当
館
学
芸

課
長
若
林
繁
に
よ
る
講
演
会
に
は
、

一
五
〇
名
を
超
す
多
く
の
人
た
ち
が

訪
れ
た
。

　

講
演
で
は
、
ま
ず
展
示
の
中
心
と

な
る
絹
本
著
色
恵
日
寺
絵
図
（
恵
日

寺
蔵
・
当
館
寄
託
）
に
つ
い
て
の
説

明
が
あ
っ
た
。
絵
図
に
描
か
れ
た
正

面
七
間
の
金
堂
と
『
弘
法
大
師
行
状

集
記
』
に
記
さ
れ
た
様
子
と
を
比
較

し
、
絵
図
の
表
現
方
法
な
ど
を
検
討

し
た
。

　

次
に
、
奈
良
興
福
寺
に
学
ん
だ
法

相
宗
の
僧
徳
一
が
、
平
安
時
代
の
初

め
に
都
の
喧
噪
を
離
れ
会
津
へ
と
修

行
と
民
衆
教
化
の
た
め
に
や
っ
て
き

た
と
い
う
恵
日
寺
創
建
の
由
来
が
、

恵
日
寺
に
つ
い
て
書
か
れ
た
史
料
の

中
で
も
比
較
的
古
い『
今
昔
物
語
集
』

や
『
元
亨
釈
書
』
を
も
と
に
紹
介
さ

れ
、
そ
の
後
源
平
合
戦
の
時
に
平
家

一
四
世
紀
後
半
か
ら
一
五
世
紀
初
め

頃
が
恵
日
寺
の
復
興
期
で
あ
る
と
い

う
見
方
が
示
さ
れ
た
。

　

そ
の
他
、
天
正
年
間
（
一
五
七
三

〜
一
五
九
二
）
の
伊
達
政
宗
の
侵
攻

に
よ
り
荒
廃
し
た
恵
日
寺
の
復
興
に

尽
力
し
た
玄
弘
や
、
元
禄
一
三
（
一

七
〇
〇
）
年
に
入
寺
し
、
中
興
と
称

え
ら
れ
た
大
玉
村
出
身
の
実
賀
な
ど
、

そ
の
時
々
の
住
持
に
よ
り
恵
日
寺
が

守
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
た
。

ま
た
今
回
出
品
さ
れ
た
恵
日
寺
の
什

物
に
は
、
中
世
か
ら
近
世
に
か
け
て

修
復
さ
れ
た
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る

も
の
が
多
く
、
恵
日
寺
の
来
歴
を
後

生
に
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ

と
が
指
摘
さ
れ
た
。

七
月
一
七
日（
日
）

野
外
講
座
「
史
跡
恵
日
寺
を
歩
く
」

講
師　

当
館
歴
史
分
野
学
芸
員

木
田　

浩
ほ
か

　

開
催
二
日
目
は
、
絵
図
に
描
か
れ

た
様
子
を
実
感
し
理
解
を
深
め
よ
う

と
の
目
的
か
ら
、
梅
雨
の
晴
れ
間
の

暑
い
日
差
し
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
総

勢
三
〇
名
を
越
え
る
老
若
男
女
が
史

跡
慧
日
寺
周
辺
を
探
索
し
て
歩
い
た
。

　

絵
図
の
第
一
の
鳥
居
付
近
と
考
え

ら
れ
る
場
所
か
ら
一
直
線
に
続
く
参

道
を
北
上
し
、『
新
編
会
津
風
土
記
』

に「
恵
日
寺
の
三
橋
」と
し
て
記
さ
れ
、

縁
起
に
は
こ
れ
ら
を
渡
る
と

東
方
浄
瑠
璃
薬
師
如
来
に
結

縁
で
き
る
と
い
う
ご
利
益
が

説
か
れ
る
日
橋
・
大
谷
橋
・

高
欄
橋
の
う
ち
二
つ
の
橋
を

渡
り
、
伝
徳
一
廟
を
目
指
し

た
。

　
「
第
二
の
鳥
居
は
こ
の
辺

り
か
な
？
」「
き
っ
と
本
坊

が
こ
こ
だ
か
ら
も
っ
と
先
で

す
よ
。」
な
ど
と
参
加
し
た

方
々
が
思
い
お
も
い
に
絵
図

に
描
か
れ
た
様
子
を
ひ
と
つ

ひ
と
つ
自
分
の
目
で
確
か
め

な
が
ら
、
興
味
深
く
歩
く
姿

が
見
ら
れ
た
。

　

史
跡
内
で
は
学
芸
員
に
よ

る
石
敷
広
場
や
金
堂
跡
な
ど
の
遺
構
、

伝
乗
丹
房
墓
や
伝
徳
一
廟
塔
な
ど
の

石
塔
の
説
明
が
行
わ
れ
、
参
加
者
の

な
か
に
は
平
安
初
期
、
創
建
当
初
の

恵
日
寺
の
様
子
を
思
い
描
き
な
が
ら
、

興
味
深
そ
う
に
聞
い
て
い
る
人
も
あ
っ

た
。

　

最
後
に
多
く
の
参
加
者
は
、
磐
梯

山
慧
日
寺
資
料
館
を
観
覧
し
恵
日
寺

に
残
さ
れ
た
什
物
や
関
連
す
る
資
料
、

磐
梯
山
へ
の
信
仰
な
ど
に
つ
い
て
学

び
、
会
津
の
仏
教
文
化
に
つ
い
て
の

理
解
を
深
め
た
。

（
文
責　

歴
史
分
野
学
芸
員

木
田　

浩
）恵日寺跡をめざして歩く



研
究
ノ
ー
ト

佐
々
木
長
生　

民
俗
担
当

　

福
島
県
大
沼
郡
金
山
町
か
ら
三
島
町
に
か
け
て
の
只
見
川
流
域

で
は
、
雛
流
し
と
い
っ
て
紙
で
作
っ
た
素
朴
な
雛
人
形
を
流
す
行

事
が
、
数
か
所
で
行
わ
れ
て
い
る
。
い
つ
ご
ろ
か
ら
行
わ
れ
て
い

る
か
、そ
の
歴
史
を
示
す
資
料
は
な
い
。
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）

の
「
金
山
谷
風
俗
帳
」
や
「
大
谷
組
風
俗
帳
」
な
ど
に
も
、
雛
流

し
の
記
録
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
雛
流
し
は
、
金
山
町
水
沼
地
区
と
三
島
町

高
清
水
地
区
で
あ
る
。
昭
和
四
〇
年
代
ま
で
は
、
金
山
町
本
名
・

西
谷
・
小こ

栗ぐ
り

山や
ま

・
大お

お

志し

・
中
川
な
ど
の
集
落
で
も
行
わ
れ
て
き
た
。

大
志
の
某
家
で
は
昨
年
ま
で
行
っ
て
き
た
。
高
清
水
で
は
、
昭
和

三
〇
年
代
に
宮
下
発
電
所
が
建
設
さ
れ
、
流
す
場
所
が
な
く
な
っ

た
た
め
廃
止
さ
れ
て
き
た
が
、
昭
和
六
〇
年
ご
ろ
に
三
島
町
内
の

年
中
行
事
保
護
活
動
の
も
と
に
復
活
し
、
今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て

き
て
い
る
。
只
見
川
の
春
の
風
物
詩
と
し
て
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等

で
毎
年
報
じ
ら
れ
、
話
題
を
よ
ん
で
い
る
。

　

只
見
川
流
域
の
雛
流
し
は
、
春
の
節
供
の
三
月
四
日
に
行
わ
れ

る
。
節
供
前
に
各
戸
の
女
性
た
ち
は
、
千
代
紙
や
包
装
紙
な
ど
を

利
用
し
、
雛
人
形
を
作
り
始
め
る
。
雛
人
形
は
金
山
町
、
三
島
町

で
も
ほ
ぼ
共
通
し
た
形
で
あ
る
。
全
体
は
和
紙
と
か
千
代
紙
な
ど

で
作
り
、
頭
部
は
短
冊
状
に
切
っ
た
黒
髪
で
髷ま

げ

を
結
い
、
顔
は
和

紙
を
丸
め
て
作
る
。
ま
た
、
胴
体
部
分
は
千
代
紙
や
き
れ
い
な
包

装
紙
で
、
着
物
の
よ
う
に
袖
を
切
っ
て
作
る
。
そ
し
て
、
頭
部
を

着
物
の
形
に
作
っ
た
胴
体
部
と
結
合
し
て
作
る
。
こ
れ
が
各
地
区

に
ほ
ぼ
共
通
し
た
作
り
方
で
あ
る
。
雛
人
形
は
、
そ
の
家
の
主
婦

か
ら
子
供
ま
で
、
大
人
に
教
わ
り
な
が
ら
作
っ
て
き
た
。

　

雛
祭
り
は
各
戸
で
行
い
、
雛
人
形
は
女
性
の
数
だ
け
作
り
、
床

の
間
や
座
敷
に
飾
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
飾
り
方
は
、
雛
壇
の

よ
う
に
段
飾
り
を
し
た
り
、
机
な
ど
に
布
を
敷
い
て
飾
る
な
ど
、

そ
の
家
に
よ
り
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
高
清
水
の
某
家
で
は
、
男
児

の
い
る
場
合
は
雛
人
形
の
脇
に
張
子
の
天
神
様
や
天
神
様
の
掛
軸

を
飾
り
、
男
児
の
成
長
を
も
一
緒
に
祈
る
。
雛
祭
り
で
各
地
共
通

し
て
い
る
の
は
、桃
色
の
菱
餅
を
三
段
重
ね
に
し
て
供
え
る
ほ
か
、

甘
酒
を
供
え
る
点
で
あ
る
。
お
雛
様
に
は
毎
朝
ご
飯
を
供
え
、
女

の
子
の
成
長
を
祈
り
、
祝
う
。

　

雛
流
し
は
、
各
地
区
と
も
三
月
四
日
に
行
う
。
流
す
場
所
は
、

地
区
ご
と
に
違
い
、
橋
の
上
や
傾
斜
の
ゆ
る
や
か
な
水
辺
か
ら
流

す
。
流
し
方
も
家
ご
と
に
流
す
場
合
と
、
地
区
で
ま
と
め
て
流
す

場
合
が
あ
る
。
高
清
水
で
は
、
三
月
四
日
の
午
後
に
小
学
生
の
子

供
た
ち
が
、
真
新
し
い
木
の
箱
（
横
五
〇
、
縦
三
〇
、
深
さ
三
〇

セ
ン
チ
）
を
作
り
、
各
戸
を
ま
わ
っ
て
雛
を
集
め
、
こ
の
箱
に
納

め
る
。
高
清
水
の
川
上
の
方
の
家
か
ら
ま
わ
る
。「
お
雛
様
い
た
だ

き
に
来
ま
し
た
」
と
挨
拶
を
し
て
訪
れ
る
。
そ
の
家
の
主
婦
が
、

お
雛
様
を
大
事
に
持
ち
寄
り
、
子
供
た
ち
の
持
っ
て
い
る
箱
に
納

め
る
。
納
め
終
え
る
と
、
子
供
た
ち
は
次
の
家
へ
と
ま
わ
る
。
雛

流
し
の
場
所
は
、
か
つ
て
は
宮
下
発
電
所
下
の
只
見
川
へ
と
流
し

た
が
、
現
在
は
や
や
下
流
の
川
岸
か
ら
流
す
。
子
供
た
ち
は
、
健
康

や
無
事
成
長
を
祈
っ

て
、
流
し
た
お
雛
様

に
手
を
合
わ
せ
て
お

が
む
。

　

本
名
地
区
で
は
、

子
供
た
ち
が
集
会
所

の
よ
う
な
と
こ
ろ
に

集
ま
り
、
机
の
上
に

各
自
が
持
ち
寄
っ
た

お
雛
様
を
飾
り
、
こ

こ
で
甘
酒
を
飲
ん
だ

り
、
餅
を
食
べ
た
り

す
る
。
こ
れ
を
オ
ヒ

ナ
ッ
コ
ウ（
お
雛
講
）

と
呼
ん
で
い
る
。
オ

ヒ
ナ
ッ
コ
ウ
が
終
る

と
、
船
の
形
に
作
っ
た
板
上
に
お
雛
様
を
突
き
刺
し
、
只
見
川
へ

流
し
て
や
る
。
船
を
作
っ
て
乗
せ
て
流
す
の
は
、
西
谷
地
区
で
も

同
じ
で
あ
る
。
西
谷
で
は
一
軒
の
家
ご
と
に
船
を
作
り
、
そ
こ
に

そ
の
家
の
女
性
の
数
だ
け
の
雛
人
形
を
乗
せ
て
流
す
。
大
志
地
区

で
も
同
じ
方
法
で
あ
る
。
流
す
途
中
で
船
が
転
覆
す
る
と
、
子
供

た
ち
は
悲
し
み
泣
い
た
と
い
う
。

　

小
栗
山
地
区
で
は
、
藁
で
円
座
の
よ
う
に
一
尺
ほ
ど
の
大
き
さ

に
作
り
、
そ
こ
に
雛
人
形
を
突
き
刺
し
、
こ
れ
を
縄
で
吊
る
し
、

橋
の
上
か
ら
静
か
に
水
面
に
下
ろ
し
、
流
し
て
や
る
。
ま
た
、
水

沼
地
区
で
は
、
橋
上
か
ら
一
つ
一
つ
流
す
が
、
家
ご
と
に
流
す
。

水
沼
地
区
の
雛
流
し

で
注
目
す
べ
き
行
事

と
し
て
、
三
月
四
日

の
朝
に
な
る
と
、
菱

餅
を
小
さ
く
菱
形
に

切
り
、
こ
れ
を
和
紙

で
包
ん
で
雛
人
形
に

背
負
わ
せ
て
流
す
。

お
雛
様
は
阿
波
の
徳

島
ま
で
行
く
の
で
、

道
中
の
食
料
に
と
い

う
伝
承
で
あ
る
。
お

雛
様
は
、
淡
島
ま
で

行
く
と
い
う
伝
承
は

各
地
に
も
あ
る
。

　

只
見
川
流
域
の
雛
流
し
は
、
女
児
は
じ
め
女
性
の
厄
を
流
す
と

い
う
行
事
で
あ
り
、
今
日
の
よ
う
な
豪
華
な
七
段
飾
り
の
雛
人
形

以
前
の
、
紙
で
「
形か

た

代し
ろ

」
を
作
り
、
そ
れ
に
厄
を
つ
け
て
流
す
と

い
う
雛
流
し
の
原
形
を
留
め
た
習
俗
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
紙
で

素
朴
な
雛
人
形
を
作
っ
て
川
に
流
す
習
俗
は
、
東
日
本
で
は
極
め

て
稀
れ
な
習
俗
と
な
っ
た
。
当
館
で
は
、
只
見
川
流
域
の
雛
流
し

の
行
事
を
、
映
像
記
録
に
残
す
べ
く
そ
の
準
備
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
体
験
講
座
で
も
「
雛
人
形
作
り
」
と
「
雛
流
し
」
の
行
事

を
三
月
に
予
定
し
て
い
る
。

流された雛人形に手をあわせおがむ子供たち（三島町高清水）

菱餅を背負った雛人形（金山町水沼）



回
答
者

考
古
担
当

木
本
元
治

Ｑ
：
最
近
高
松
塚
古
墳
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
福
島
県
内

に
も
お
な
じ
よ
う
な
古
墳
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
高
松
塚
古
墳
は
飛
鳥
時
代
の
終
わ
り
頃
の
古
墳
で
、
き
れ
い

に
切
っ
た
凝
灰
岩
を
ほ
ぼ
正
方
形
の
箱
形
に
組
み
合
わ
せ
た
石
室

を
埋
葬
施
設
と
し
た
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
古
墳
の
埋
葬
施
設

を
横
口
式
石
槨
と
い
い
、
高
松
塚
古
墳
で
は
そ
の
壁
面
と
天
井
に

極
彩
色
の
壁
画
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
壁
画
に
は
貴
族
と
思

わ
れ
る
男
女
の
群
像
や
四
神
（
東
西
南
北
を
象
徴
す
る
青
龍
・
白

虎
・
朱
雀
・
玄
武
の
霊
獣
）、
日
月
・
宿
星
な
ど
が
あ
り
当
時
の
貴

族
の
服
装
や
世
界
観
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

福
島
県
内
で
は
横
口
式
石
槨
を
埋
葬
施
設
と
す
る
古
墳
は
白
河

市
谷
地
久
保
古
墳
や
石
川
郡
玉
川
村
宮
の
前
古
墳
の
二
例
が
あ
り
、

古
代
白
河
郡
の
阿
武
隈
川
流
域
に
見
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
古

墳
は
東
日
本
で
は
群
馬
県
や
千
葉
県
の
一
部
で
少
数
見
ら
れ
る
の

み
の
極
め
て
特
殊
な
古
墳
で
す
。

Ｑ
：
県
内
の
こ
の
よ
う
な
古
墳
に
は
だ
れ
が
葬
ら
れ
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。

Ａ
：
残
念
な
が
ら
だ
れ
が
葬
ら
れ
て
い
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
谷
地
久
保
古
墳
の
場
合
は
所
在
す
る
丘
陵
の
近
く
に
は
同
じ

時
期
に
作
ら
れ
た
古
代
白
河
郡
の
郡
衙（
郡
の
政
事
を
行
う
役
所
）

や
寺
院
の
借
宿
廃
寺
が
位
置
し
て
お
り
、
白
河
郡
の
大
領
（
郡
の

長
官
）が
葬
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
宮
の
前
古
墳
は
白
河
郡
衙
か
ら
一
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

以
上
離
れ
た
地
域
に
あ
り
ま
す
が
、
周
囲
に
は
か
な
り
有
力
な
集

落
や
古
墳
群
も
見
ら
れ
る
の
で
少
領
（
郡
の
次
官
）
ク
ラ
ス
の
人

の
墓
で
あ
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
：
福
島
県
内
の
こ
れ
ら
の
古
墳
に
壁
画
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ
：
現
在
の
と
こ
ろ
壁
画
が
あ
っ
た
よ
う
な
痕
跡
は
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

　

県
内
で
古
代
の
壁
画
が
あ
る
の
は
古
墳
時
代
の
終
わ
り
か
ら
飛

鳥
時
代
の
初
め
頃
に
造
ら
れ
た
横
穴
墓
と
い
う
墳
墓
に
例
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
横
穴
墓
と
い
う
の
は
凝
灰
岩
や
砂
岩
の
よ
う
な
柔
ら

か
い
岩
の
崖
に
穴
を
彫
り
込
ん
で
造
る
古
代
の
墓
で
す
。
こ
の
横

穴
墓
は
多
く
の
場
合
一
〇
基
以
上
で
群
を
形
成
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
中
に
中
心
と
な
る
横
穴
墓
の
壁
や
天
井
に
壁
画
を
描
く
特
別

な
例
も
あ
り
ま
す
。
西
白
河
郡
泉
崎
村
の
泉
崎
横
穴
墓
群
、
い
わ

き
市
の
中
田
横
穴
墓
群
、
双
葉
郡
双
葉
町
の
清
戸
迫
横
穴
墓
群
、

原
町
市
羽
山
横
穴
墓
群
な
ど
が
有
名
で
す
。

Ｑ
：
こ
の
よ
う
な
壁
画
を
現
在
は
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
し
ょ

う
か
。

Ａ
：
こ
れ
ら
の
装
飾
横
穴
は
大
変
貴
重
な
も
の
な
の
で
国
の
史
跡

と
し
て
整
備
・
保
存
処
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
古
い
時
期

の
も
の
な
の
で
公
開
に
よ
り
劣
化
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

毎
年
数
回
時
期
を
決
め
て
公
開
し
て
い
ま
す
。
見
学
を
希
望
す
る

方
は
最
寄
り
の
市
町
村
教
育
委
員
会
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

＊
古
代
の
郡
に
は
郡
司
と
し
て
大
領
・
少
領
・
主
政
・
主
帳
の

四
等
官
が
置
か
れ
ま
し
た
。
大
領
・
少
領
の
定
員
は
各
一
名
で
す

が
、
主
政
・
主
帳
は
郡
の
規
模
で
六
名
か
ら
一
名
ま
で
と
変
化
し

ま
す
。

白河市谷地久保古墳の石室

いわき市中田横穴墓の壁画



ト
ピ
ッ
ク
ス
「
は
く
ぶ
つ
か
ん
で
遊
ぼ
ぉ
！
」

　

博
物
館
に
来
て
い
た
だ
い
た
皆
様
に
よ
り
楽

し
い
体
験
を
し
て
ほ
し
い
…
そ
ん
な
思
い
か
ら
、

今
年
の
四
月
「
は
く
ぶ
つ
か
ん
で
遊
ぼ
ぉ
！
」

が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
「
は
く
ぶ
つ
か
ん
で
遊
ぼ
ぉ
！
」
で
は
、
季
節

の
行
事
や
民
俗
、
そ
し
て
普
段
は
な
か
な
か
で

き
な
い
よ
う
な
工
作
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。『
こ
い
の
ぼ
り
＆
新
聞
紙
か
ぶ
と
作
り
』

（
四
月
三
〇
日
）
で
は
自
分
で
色
を
塗
っ
た
り
紙

を
切
っ
た
り
し
て
こ
い
の
ぼ
り
を
作
り
、
か
ぶ

と
を
折
っ
て
楽
し
く
五
月
の
節
句
を
体
験
し
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
現
在
ま
で
に
『
折
り

染
め
』（
六
月
四
日
）、『
七
夕
か
ざ
り
作
り
』（
六

月
一
九
日
）
の
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
、
や
っ
て
み
た
い
な
」

そ
ん
な
気
持
ち
が
わ
い
て
き
た
ら
、
ど
う
ぞ
お

気
軽
に
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。
楽
し
い
体
験

が
あ
な
た
を
待
っ
て
い
ま
す
！

冬
の
収
蔵
資
料
品
展　

予
告

江
戸
時
代
の
地
図
・
絵
図

　

こ
こ
に
一
枚
の
大
き
な
絵
図
が
あ
り
ま
す
。
猪
苗
代
湖
や
磐
梯
山
、
若
松

城
の
姿
が
色
鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
見
て
ゆ
く
と
、
今
は
な

い
村
の
名
前
や
鉱
山
の
位
置
な
ど
、
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
や
、
わ
か
ら

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
た
く
さ
ん
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

き
ま
す
。
こ
の
絵
図
は
、
い
っ
た
い
誰
が
何
の
た
め
に
作
成
し
た
の
で
し
ょ

う
か
。
さ
あ
、
絵
図
を
め
ぐ
る
謎
解
き
の
は
じ
ま
り
で
す
。
当
館
が
収
蔵
す

る
多
彩
な
地
図
・
絵
図
類
の
中
か
ら
厳
選
し
、
そ
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
お

見
せ
い
た
し
ま
す
。

■
冬
の
収
蔵
資
料
品
展
《
江
戸
時
代
の
地
図
・
絵
図
》
は
、
平
成
一
八
年
一
月
二
一
日
（
土
）
か
ら
三
月
二
六
日

（
日
）
ま
で

■
常
設
展
観
覧
料
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

会津領絵図（部分）（館蔵）

今
後
の
予
定

一
〇
月
一
〇
日
（
月
・
祝
）　

び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ゴ
マ
つ
く
り

松
風
ゴ
マ
と
も
呼
ば
れ
る
簡
単
な
コ
マ
を
作
り
ま
す
。

一
一
月
二
〇
日
（
日
）　

お
ち
ば
ｄ
ｅ
ア
ー
ト

落
葉
や
松
ぼ
っ
く
り
を
使
っ
た
工
作
を
し
ま
す
。

一
月
一
五
日
（
日
）　

だ
ん
ご
さ
し

小
正
月
の
伝
統
行
事
の
だ
ん
ご
さ
し
を
体
験
し
ま
す
。

二
月
一
八
日
（
土
）　

ひ
な
人
形
つ
く
り

折
り
紙
な
ど
を
使
っ
て
自
分
だ
け
の
ひ
な
人
形
を
作
り
ま
す
。

場　

所　

体
験
学
習
室

時　

間　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
半

（
所
要
時
間
は
二
〇
分
程
度
で
す
）

参
加
費　

無
料

※
材
料
・
道
具
は
す
べ
て
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
変
更
が
あ
る
場
合
も
ご
ざ
い
ま
す
）

『
こ
い
の
ぼ
り
＆

新
聞
紙
か
ぶ
と
作
り
』

『
折
り
染
め
』

『
七
夕
か
ざ
り
作
り
』
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「
画
題
で
見
る
美
術
―
吉
祥　

福
を
授
け
る
人
び
と
」

会
期　

九
月
三
日（
土
）か
ら

一
〇
月
一
〇
日（
月
・
祝
）ま
で

「
画
題
で
見
る
美
術
―
吉
祥　

富
士
・
松
竹
梅
」

会
期　

一
〇
月
一
二
日（
水
）か
ら

一
一
月
二
三
日（
水
・
祝
）ま
で

「
集
め
て
楽
し
い
・
身
近
な
も
の

―
館
蔵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
」

会
期　

一
一
月
二
九
日（
火
）か
ら

二
〇
〇
六
年
三
月
二
六
日（
日
）ま
で

◎
企
画
展
記
念
講
演
会

「
日
本
ブ
ラ
イ
ダ
ル
の
歩
み
と
未
来
」

講
師　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ナ
ー

桂　

由
美
さ
ん

日
時　

一
〇
月
二
日（
日
）午
後
二
時
〜
三
時
半

◎
企
画
展
記
念
公
演

「
婚
礼
の
謡
―
博
物
館
で
模
擬
婚
礼
」

講
師　

会
津
能
楽
会
の
み
な
さ
ん

日
時　

一
〇
月
一
六
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
企
画
展
展
示
解
説
会

「
婚
礼
―
ニ
ッ
ポ
ン
ブ
ラ
イ
ダ
ル
考
」

講
師　

学
芸
員　

小
林
め
ぐ
み

日
時　

一
〇
月　

九
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
二
時
半

一
〇
月
二
九
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
二
時
半

一
一
月　

六
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
二
時
半

◎
体
験
講
座

※「
わ
ら
ぞ
う
り
を
つ
く
ろ
う
」（
実
技
）

講
師　

技
術
伝
承
者　

鈴
木
幸
雄
さ
ん

日
時　

一
一
月
二
六
日（
土
）午
前
一
〇
時
〜
午
後
三
時

※「
さ
ん
ぺ
で
こ
を
つ
く
ろ
う
」（
実
技
）

講
師　

展
示
解
説
員　

大
竹
さ
や
か
他

日
時　

一
二
月
一
七
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

◎
美
術
講
座

※「
う
る
し
の
技
に
挑
戦
―
沈
金
」（
実
技
）

講
師　

沈
金
一
級
技
能
士　

白
岩　

守
さ
ん

白
岩
準
市
さ
ん

日
時　

一
〇
月
一
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時

※「
う
る
し
の
技
に
挑
戦
―
箔
絵
」（
実
技
）

講
師　

会
津
工
芸
新
生
会
副
会
長　

大
塚
栄
一
さ
ん

日
時　

一
〇
月
二
二
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

「
暮
ら
し
の
中
の
美
術　

人
の
一
生
５
」

講
師　

学
芸
員　

川
延
安
直
・
小
林
め
ぐ
み

日
時　

一
〇
月
二
八
日（
金
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

※「
竹
細
工
」（
実
技
）

講
師　

人
見
守
彦
さ
ん

日
時　

一
一
月
二
七
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

◎
ふ
く
し
ま
を
知
る
講
座

「
シ
リ
ー
ズ
会
津
の
城
を
歩
く
３

猪
苗
代
城
の
歴
史
」

講
師　

学
芸
員　

高
橋　

充
他

日
時　

一
〇
月
八
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

※「
シ
リ
ー
ズ
会
津
の
城
を
歩
く
４　
猪
苗
代
城
周

辺
を
歩
く
」（
野
外
）（
猪
苗
代
町
猪
苗
代
城
跡
他
）

講
師　

学
芸
員　

高
橋　

充
他

日
時　

一
〇
月
九
日（
日
）午
前
一
〇
時
〜
正
午

◎
自
然
史
講
座

※「
磐
梯
山
の
火
山
活
動
を
知
ろ
う
」（
野
外
）

（
北
塩
原
村
裏
磐
梯
）

講
師　

火
山
地
質
研
究
家　

千
葉
茂
樹
さ
ん

学
芸
員　

竹
谷
陽
二
郎
他

日
時　

一
〇
月
一
五
日（
土
）午
前
八
時
半
〜
午
後
四
時

◎
歴
史
講
座

お
は
な
し
博
物
館
１

「
展
示
資
料
か
ら
法
律
を
読
む
①
」

講
師　

学
芸
員　

木
田　

浩

「
義
経
と
奥
州
藤
原
氏
①
」

講
師　

学
芸
員　

高
橋　

充

日
時　

一
一
月
五
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
四
時

お
は
な
し
博
物
館
２

「
展
示
資
料
か
ら
法
律
を
読
む
②
」

講
師　

学
芸
員　

木
田　

浩

「
義
経
と
奥
州
藤
原
氏
②
」

講
師　

学
芸
員　

高
橋　

充

日
時　

一
一
月
一
二
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
四
時

お
は
な
し
博
物
館
３

「
城
下
の
く
ら
し
」

講
師　

学
芸
員　

阿
部
綾
子

「
戦
争
と
人
び
と
の
く
ら
し
」

講
師　

学
芸
員　

関
口　

功

日
時　

一
一
月
一
九
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
四
時

※
身
近
な
歴
史
を
発
見
し
よ
う
１
（
実
技
）

「
テ
ー
マ
を
見
つ
け
る　

調
べ
る
方
法
を
学
ぶ
」

講
師　

歴
史
分
野
学
芸
員

日
時　

一
二
月
三
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

※
身
近
な
歴
史
を
発
見
し
よ
う
２
（
実
技
）

「
実
際
に
調
べ
て
み
る
」

講
師　

歴
史
分
野
学
芸
員

日
時　

一
二
月
一
〇
日（
土
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

※
身
近
な
歴
史
を
発
見
し
よ
う
３
（
実
技
）

「
成
果
と
今
後
の
課
題
を
発
表
す
る
」

講
師　

歴
史
分
野
学
芸
員

日
時　

一
二
月
一
一
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時
半

◎
考
古
学
講
座

※「
会
津
大
塚
山
古
墳
を
歩
こ
う
」（
野
外
）

（
実
習
室
・
市
内
一
箕
町
）

講
師　

学
芸
員　

藤
原
妃
敏

日
時　

一
一
月
六
日（
日
）午
前
一
〇
時
〜
午
後
三
時

会
津
学
事
始
め
―
四
季
の
祈
り
と
暮
ら
し

◎
第
七
回
「
会
津
高
野
山
と
祖
霊
観
」

日
時　

一
〇
月
二
〇
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
第
八
回
「
境
の
神
と
藁
人
形
」

日
時　

一
一
月
一
七
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
第
九
回
「『
会
津
農
書
』
と
農
耕
儀
礼
」

日
時　

一
二
月
一
五
日（
木
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
「
昔
語
り
」

語
り
部　

横
山
幸
子
さ
ん

日
時　

一
〇
月
二
日（
日
）午
前
一
〇
時
半
〜
正
午

語
り
部　

山
田
登
志
美
さ
ん

日
時　

一
〇
月
三
〇
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

語
り
部　

山
田
登
志
美
さ
ん

日
時　

一
一
月
一
三
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
「
会
津
の
唐
人
凧
つ
く
り
」

講
師　

技
術
伝
承
者　

鈴
木
英
夫
さ
ん

日
時　

一
〇
月
二
三
日（
日
）午
後
一
時
半
〜
三
時

◎
伝
統
技
術
実
演

「
二
本
松
提
灯
祭
り
太
鼓
台
組
立
と
お
囃
子
実
演
」

講
師　

竹
田
町
若
連
の
み
な
さ
ん

日
時　

一
一
月
三
日（
木
・
祝
）

午
前
一
〇
時
半
〜
一
一
時
半

午
後　

一
時
半
〜　

二
時
半

は
く
ぶ
つ
か
ん
で
遊
ぼ
ぉ
！

◎
一
〇
月
一
〇
日（
月
・
祝
）

び
ゅ
ん
び
ゅ
ん
ゴ
マ
作
り

◎
一
一
月
二
〇
日（
日
）お
ち
ば
ｄ
ｅ
ア
ー
ト

◎
一
月
一
五
日（
日
）　

だ
ん
ご
さ
し

◎
二
月
一
八
日（
土
）　

ひ
な
人
形
つ
く
り

開
設
時
間　

午
前
九
時
半
〜
午
後
四
時
三
〇
分

（
所
要
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
分
程
度
で
す
）

料
金
無
料

＊
展
示
解
説
員
に
よ
る
常
設
展
の
案
内
で
す
。

＊
毎
週
土
曜
日
、
日
曜
日
の
午
前
一
〇
時
半
と
午
後

二
時
か
ら
四
五
分
程
度
行
い
ま
す
。

＊
な
お
、
他
の
行
事
と
重
な
る
場
合
は
開
催
い
た
し

ま
せ
ん
。

＊
そ
の
他
、行
事
等
の
詳
細
に
関
し
ま
し
て
は
、

月
行
事
予
定
表
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

一
〇
月　

三
日（
月
）・
一
一
日（
火
）・
一
七
日（
月
）

二
四
日（
月
）・
三
一
日（
月
）

一
一
月　

七
日（
月
）・
一
四
日（
月
）・
二
一
日（
月
）

二
四
日（
木
）・
二
八
日（
月
）

一
二
月　

五
日（
月
）・
一
二
日（
月
）・
一
九
日（
月
）

二
六
日（
月
）

年
末
年
始　

一
二
月
二
八
日（
水
）〜
一
月
四
日（
水
）

＊
小
・
中
学
生
、
高
校
生
は
常
設
展
を
無
料
で

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

常
設
展
示
室
「
歴
史
・
美
術
」
テ
ー
マ
展
示

講
演
・
講
座

※
は
要
申
込

木
曜
の
広
場　
　
講
師　
館　

長　

赤
坂　

憲
雄

学
芸
員　

佐
々
木
長
生

場
所　

講
堂　

入
場
無
料

実
演

場
所　

体
験
学
習
室

や
さ
し
い
展
示
解
説
会

一
〇
〜
一
二
月
の
休
館
日


